
L G は △O A B の重心だから

　 　　　　　 　　　
=す＼三百ニノ

=÷交す÷ … 口

2 。 G は直線 C D 上の点であるから

なる実数 #が存在し, 題意より

O G ニグ(1 - #)“ + Sする

1。 の結果と, の, ろが 1 次独立であることより

1
犯 - #) = s# = 甘

これより

1 1
1 - # =

言デ,
オニ ー
3s

よって

流G戒流c橇蔀 ‐.･(答 )

3。 2。 の考察より

か を1
二
十
1
= 3

　 　
… (答)

4 。 題意より

(△O C D )=外引く△O A B )
だから

(△O C D )= (△O A B )

となる条件は

　　　
こ れと 3“ の結果より

1
十グ= 3 - -

　



く> ダ2子3ダ± 1 = 0 (複号同順)

0 < ダ≦ 1 に注意して

ダニ匂お ,
ふも癬 ･･･(答 )

5。 O C ; C A - 3 : 1 のとき だ ÷

3だから 3 @ の結果より s = 写

よって O D : D B = 3 : 2 … (答)
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として, 点 (筧
′
, y
′)にうつされ, この点 (元

′
, y
′)も @ 上にあるから

(た一 物)劣 - “
= 錺
(1 十売物 )“十を“

+ “
》傷字写す へ〉/た2二十ニー

こ> (ルー一筋)# - “=““(キト秀“②)‘勢l-- 初物十一へ/うけ写す“

くご く初のa ll‐2芻 -- 械戈==“(--葬れ -- 1一-へれ万!写す)

これが元の恒等式であるから

売物 2十 2 芻 一た = 0 …①

"(たれ十ゾ笏写す十1)= 0 …②
①より

　
　　　　

　　

1) ぬ
ゾー ギ ー

ー
のとき

を翔+ ゾ房写す十1 = 2ゾ寝幇F T > o ゆえ②から“= o

11) " =
マー
ザ
2 - 1 のとき

た徴十ぜ孵写す十1 = 0 ゆえ " は任意。

y 邁 鶴
1ーー劣

y >
“ 等 十1匁+“ (“は任意定数)

4 ･ 題意より oく“ “ として - 般性を失わず, 3 の 結果より

tan た
ぜゑを
トー

…‐③

‐‐ (たta n 夕 十 1 )
2 = た2十 1

こ> (ta n 2クー 1沈 a十2たta n 汐 = ○

を> 0 ゆえ

(1 ー ta n 2“)た = 2ta n “

@ )から ta n β > 0 ゆえ 1 - ta n 2“ > 0 であって



を =
2 ta n “

1 - ta n 2“
…(答)
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となる。 よって れ1 + れ 2ニ ー
リ

甘 ' れ1れ2 = -
1 を用 いてLY　

　

　

　

炉
2

2

鰯

ワ
“逐
2

2

　

　
　
　

　　　　
　
　

　
　

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　　　
　　
　･

●




